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カンゾウの品質評価に向けたメタボローム解析の活用
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北海道におけるオクトリカブト栽培の施肥方法
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イカリソウのAGEs生成阻害成分の探索研究
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2P‐ 49 五θο4′ ′εθ αJ′αJε ν
“

よ り単 離 した 新 規 ア ル カ ロ イ

ド配 糖 体 の構 造 と合 成 研 究

(Al― Farabiカ ザ フ 国 立 大 )Jcnis Janar,Burasheva G.Sh.,

Abilov Zh.A.

(星 薬 大 )○ 橋 本 朱 世 ,芹 澤 真 佐 樹 ,出 口 潤 ,

Alfarius E.Nug■ oho,平 澤 祐 介 ,金 田 利 夫 ,森 田 博 史

【目的 】有 用 植 物 資 源 か らの 新 規 天 然 物 質 の 探 索 の 一 環 と して 、カ ザ フ ス タ

ン で 採 集 した メ ギ 科 Z.αルθjθ 夕
“

に つ い て 成 分 検 索 を行 つ た 結 果 、 新 規 ア ル

カ ロイ ド 1を 単 離 し、各 種 ス ペ ク トル デ ー タ に 基 づ い て 1の 構 造 を 明 らか に

した の で 以 下 に 報 告 す る。

【方 法 。結 果 】五.α J′ αJθ ν
“

根 の メ タ ノ ー ル 抽 出 物 を ヘ キ サ ン 、ク ロ ロ ホ ル ム 、

ブ タ ノ ー ル で 順 次 分 配 した 。 得 られ た ク ロ ロ ホ ル ム 画 分 を LH-20カ ラ ム 、

ODSカ ラ ム 、 oDS HPLCに よ り分 離 ・ 精 製 を 行 い 、 微 量 成 分 で あ る新 規 ア

ル カ ロイ ド 1を 既 知 ア ル カ ロ イ ド Ⅳ―mcthyllaudanidincと magnOflorineと

と も に 単 離 した 。1の 構 造 は 、
lH-lH COSY,HSQCお

よび HMBC等 の 2D NMR

デ ー タ に 基 づ い て 帰 属 した 。 そ の 結 果 、 1は lincangcnincl)を ア グ リ コ ン と

す る新 規 ベ ル ベ リ ン 配 糖 体 で あ る と推 定 した 。ベ ル ベ リ ン骨 格 を有 す る ア ル

カ ロイ ド配 糖 体 の 単 離 は 、今 回 が 2例 日で あ る。微 量 成 分 で あ ら た こ とか ら

現 在 、 糖 部 の 絶 対 立 体 配 置 決 定 と活 性 評 価 の た め 、 1の 全 合 成 を検 討 中 で あ

る。
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